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「責
任
を
感
じ
て
い
る
。
柏

崎
に
原
発
を
呼
ん
で
き
た
の
は

父
で
す
し
…
」
。
東
京
電
力
柏

崎
刈
羽
原
発
が
被
災
し
た
中
越

沖
地
震
の
発
生
か
ら
十
日
後
の

七
月
二
十
六
日
。
元
首
相
田
中

角
栄
の
長
女
で
衆
院
議
員
の
真

紀
子
霙
こ
は
新
潟
市
の
ホ
テ
ル

で
、
参
院
選
を
戦
う
民
主
党
候

補
の
応
援
演
説
の
中
で
こ
う
語

っ
た
。

同
原
発
の
建
設
予
定
地
を
め

ぐ
る
土
地
売
却
益
約
四
億
円
が

届
け
ら
れ
た
元
首
相
邸
。

主

の
田
中
は
原
発
誘
致
に
ど
う
か

か
わ

っ
て
い
た
の
か
。

地
元
が
誘
致
を
決
議
し
た

一

九
六
九
年
当
時
、
自
民
党
幹
事

長
と
し
て
抜
群
の
政
治
力
を
示

し
て
い
た
だ
け
に
、
さ
ま
ざ
ま

な
憶
測
を
呼
ん
で
き
た
。

「
ど
こ
ま
で
立
ち
入

っ
て
い

た
の
か
は

っ
き
り
し
な
い
。
資

源
外
交
に
努
め
て
い
た
の
は
分

か
る
が
…
覧

原
子
力
産
業
の

発
展
を
目
指
し
て
五
六
年
に
設

立
さ
れ
た
日
本
原
子
力
産
業
会

議
（
現
日
本
原
子
力
産
業
協
会
）

の
元
専
務
理
事

。
森

一
久
尖

こ

は
考
え
込
ん
だ
。

森
は
原
産
会
議
に
設
立
時
か

ら
約
五
十
年
間
勤
務
し
た
。
業

界
の
生
き
字
引
的
存
在
だ
。
五

十

一
年
前
に
あ

っ
た
原
子
力
に

関
す
る
国
の
審
議
会
答
申
内
容

を
よ
ど
み
な
く
語
る
森
だ
が
、

田
中
が
表
立

っ
て
誘
致
に
動
い

た
記
憶
は
な
い
と
い
う
。

柏
崎
刈
羽
原
発
建
設
に
携
わ

り
、
同
原
発
所
長
も
務
め
た
宅

間
正
夫
■
９
は
推
測
す
る
。

只
誘
致
の
経
緯
を
記
し
た
）

書
物
で
田
中
さ
ん
の
名
前
を
見

た
こ
と
は
な
い
。
政
治
問
題
に

さ
せ
な
い
た
め
、
表
に
出
る
の

を
避
け
た
の
だ
ろ
う
か
」

・

親
密
な
付
き
合
い

た
だ
、
森
は
田
中
と
原
発
と

の
接
点
と
考
え
ら
れ
る
人
物
を

一
人
挙
げ
た
。
森
が
長
年
仕
え
、

原
産
会
議
副
会
長
も
歴
任
し
た

松
根
宗

一

（
故
人
）
だ
。
五
四

年
、
理
研
ピ
ス
ト
ン
リ
ン
グ
エ

業

（
リ
ケ
ン
）
の
会
長
に
就
任

す
る
と
同
時
に
東
電
顧
間
と
な

る
。
六
二
年
に
柏
崎
市
長
に
な

っ
た
ば
か
り
の
小
林
治
助

（
故

人
）
に
原
発
誘
致
を
勧
め
た
人

誘
致
は
理
研
人
脈
を
発
端
に
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柏
崎
市
大
湊
の
道
路
の
先
に
見
え
る
柏
崎
刈
羽
原
発
。
か
つ
て
は
砂
丘
地
を
貫
き
、
人
々
が
　
　
た
。
東
京
で
・荷

か
あ

っ
た
の

往
来
し
た
道
路
は
今
は
原
発
に
よ

っ
て
行
き
止
ま
り
に
な

っ
て
い
る
＝
１３
日

か
も
知
れ
な
ほ
が
、
松
根
さ
ん

が
ど
う
絡
ん
だ
の
か
は
知
ら

な
い
」
と
話
し
、
只
田
中
か

ら
）
原
発
誘
致
に
関
す
る
指
示

を
受
け
た
記
憶
は
な
い
」
と
す

る
。
　
　
　
一
　
　
　

一́
●

参
院
選
の
灘
説
で
父
角
栄
ら

誘
致
関
与
を
示
唆
し
た
真
紀

請
｝
れ
い

「
し

』
』
は
紳
粋
察
郎

え
聞
い
た
だ
け
。
父
は
エ
ネ
ル

ギ
ー
政
策
は
墓
要
と
よ
く
言

っ

て
い
た
が
、
発
か
ら
原
発
の
話

を
聞
い
た
こ
と
も
な
い
し
、
個

別
に
話
し
た
こ
と
も
な
い
」
と

答
え
た
。　
　
一

総
辞
職

，
半
年
前

ヽ

と
し
て
成
立
さ
せ
、
原
発
推
進

の
表
舞
台
に
立
つ
。
田
中
内
閣

総
辞
職
の
半
年
前
だ
っ
た
。

電
源
三
法
の
発
案
者
は
柏
崎

市
長

・
小
林
と
さ
れ
る
。
六
九

年
の
誘
致
決
議
を
機
に
原
発
建

設
へ
の
行
程
慧
順
調
に
進
む
か

に
見
え
た
。
だ
が
、
大
き
な
試

練
が
小
林
そ
符
ち
受
け
て
い

た
。
　
　
　
パ
文
中
敬
称
略
Ｙ
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物
で
あ
る
。

松
根
は
愛
媛
県
宇
和
島
市
出

身
。
日
本
興
業
銀
行
に
勤
め
た

後
、
理
研
に
入

っ
た
。
電
力
業

界
で
つ
く
る
電
気
事
業
連
合
会

副
会
長
に
も
就
い
た
。
「
電
力

業
界
生
え
抜
き
以
外
の
副
会
長

は
松
根
さ
ん
の
後
に
も
先
に
も

い
な
い
」
と
森
。
屈
指
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
事
情
通
だ

っ
た
。

森
は
、
松
根
と
田
中
が
同
席

し
た
場
面
に

一
度
だ
け
立
ち
会

っ
た
こ
と
を
覚
え
て
い
る
。
田

中
は

「松
根
さ
ん
。
娘

（
真
紀

子
）
を
も
ら

っ
て
く
れ
る
人
が

決
ま

っ
て
本
当
に
良
か

っ
た
」

と
喜
ん
で
い
た
と
い
う
。
だ
が
、

原
子
力
の
話
は
な
か

っ
た
。

森
は

「
松
根
さ
ん
は

ア
「
日
、

角
栄
さ
ん
が
こ
ん
な
こ
と
を
言

っ
て
い
た
』
と
よ
く
私
に
話
し

て
く
れ
た
。
二
人
は
非
常
に
親

し
か

っ
た
。自
宅
も
近
か

っ
た
」

と
振
り
返
り
、
原
発
誘
致
に
関

す
る
推
測
を
国
に
し
た
。
「
ど

ち
ら
か
と
い
う
と
松
根
さ
ん
が

勧
め
、
田
中
さ
ん
が
話
に
乗

っ

た
の
で
は
な
い
か
」

田
中
の
地
元
筆
頭
秘
書
を
務

め
国
家
老
と

呼
ば
れ
た
本
間

幸

一
伏
こ
は
松
根
と
の
面
識
は

な
い
と
言
う
。
「
う
ち

（
田
中
）

は
理
研
と
の
つ
な
が
り
は
あ

っ
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